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東
日
本
大
震
災
か
ら
九
ヶ

月
を
迎
え
て
、
新
た
な
支

援
活
動
の
拠
点
が
、
岩
手

県
大
槌
に
開
所
。
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
心

を
ひ
と
つ
に
し
て
被
災
地

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
祈

り
、
支
援
活
動
を
今
後
も

続
け
て
い
き
ま
す
。

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
十
二
月
十
一
日
で
九
ヶ
月
を
迎
え
ま
し

た
。
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
今
ま
で
、

心
を
合
わ
せ
て
被
災
地
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

祈
り
を
捧
げ
て
き
た
と
同
時
に
、
被
災
地
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
続
け
、
物
資
を
支

援
し
て
き
ま
し
た
。

震
災
直
後
か
ら
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
は
、
仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
仙

台
教
区
と
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
を
中
心
に
立

ち
上
げ
）
を
中
心
に
、
被
災
地
・
被
災
者
へ

の
支
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

七
月
に
は
、
管
区
ご
と（
東
京
管
区
は
福
島
、

大
阪
管
区
は
宮
城
、
長
崎
管
区
は
岩
手
）に
、

担
当
す
る
支
援
地
域
を
決
め
て
、
今
後
も
継

続
的
に
被
災
地
・
被
災
者
を
支
援
し
て
い
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
札
幌
教
区
で
も
四
月
八
日
に
上
杉

昌
弘
神
父
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

立
ち
上
げ
、
四
月
十
一
日
か
ら
宮
古
へ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
や
物
資
の
支
援
を
行
っ
て

き
て
い
ま
す
。
九
月
か
ら
は
、
移
動
カ
フ
ェ

と
サ
ロ
ン
を
仮
設
住
宅
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
後
記
一
覧
を
参
照
く
だ
さ
い
。）

ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト

十
六
世
は
、
三
月
十
一
日
に
起

き
た
「
東
日
本
大
震
災
」
の
未

曾
有
の
大
災
害
に
鑑
み
、
教
皇

と
し
て
の
連
帯
と
祈
り
、
支
援

を
伝
え
、
ま
た
す
べ
て
の
犠
牲

者
の
遺
族
と
被
災
者
、
そ
し
て

復
興
を
支
援
す
る
人
々
へ
の
精

神
的
一
致
を
表
す
た
め
、
ご
自

身
の
代
理
と
し
て
教
皇
庁
・
開

発
援
助
促
進
評
議
会
（P

ontifi

cal
C
ouncil‘

C
orU
num

’

）

議
長
の
ロ
ベ
ー
ル
・
サ
ラ
枢
機

卿
（
６５
）
を
、
五
月
十
三
日
か

ら
十
七
日
に
か
け
て
日
本
に
派

遣
し
ま
し
た
。こ
の
教
皇
庁「
開

発
援
助
促
進
評
議
会
」
は
福
音

の
精
神
に
基
づ
く
教
会
の
人
道

的
援
助
を
促
進
す
る
た
め
、
教

皇
パ
ウ
ロ
六
世
が
一
九
七
一
年

に
設
立
し
た
教
皇
庁
の
機
関

で
、
世
界
各
国
の
援
助
事
業
団

体
を
指
導
し
、
必
要
地
域
の
援

助
に
協
力
す
る
任
務
を
担
っ
て

い
て
、
サ
ラ
枢
機
卿
は
そ
の
責

任
者
の
要
職
に
あ
り
ま
す
。

十
三
日
に
日
本
に
到
着
し
た

枢
機
卿
は
、
翌
十
四
日
の
早
朝

か
ら
、車
で
さ
い
た
ま
教
区（
谷

大
二
司
教
）
が
福
島
県
い
わ
き

市
に
お
け
る
支
援
活
動
の
拠
点

と
し
て
い
る
「
湯
本
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
訪
問
、
活

動
状
況
を
視
察
し
た
後
す
ぐ
に

東
京
へ
と
戻
り
、
同
日
十
五
時

か
ら
東
京
大
司
教
区
カ
テ
ド
ラ

ル
関
口
教
会
に
お
い
て
、
日
本

カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
（
会

長
・
池
長
潤
大
司
教
）
が
主
催

す
る
「
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
列
福
感
謝
ミ
サ
」
に
臨
席

し
ま
し
た
。
そ
し
て
ミ
サ
後
は

休
む
ま
も
な
く
、
東
京
駅
か
ら

新
幹
線
で
被
災
地
の
仙
台
教
区

へ
と
向
か
い
、
仙
台
で
は
「
仙

台
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
訪

問
、
平
賀
徹
夫
・
仙
台
教
区
司

教
と
の
共
同
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る

な
ど
被
災
地
の
信
徒
と
心
を
一

つ
に
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
サ
後
、

悲
し
み
と
喪
失
の
苦
し
み
を
言

葉
に
出
せ
ず
黙
っ
て
す
が
り
つ

い
て
き
た
信
徒
を
、
サ
ラ
枢
機

卿
は
長
い
時
間
、
慈
父
の
ご
と

く
静
か
に
抱
き
し
め
る
場
面
も

見
ら
れ
、
周
囲
に
大
き
な
感
動

を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
津
波

被
害
の
大
き
か
っ
た
景
勝
地
・

松
島
で
は
海
上
か
ら
船
で
被
災

の
惨
状
を
視
察
、
船
上
か
ら
聖

水
と
献
花
を
さ
さ
げ
て「
神
よ
、

犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
永
遠
の

安
息
を
与
え
給
え
」
と
イ
タ
リ

ア
語
で
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し

た
。
サ
ラ
枢
機
卿
は
教
皇
特
使

と
し
て
過
密
な
日
本
滞
在
を
終

え
、
十
七
日
午
前
、
ロ
ー
マ
へ

と
戻
り
ま
し
た
。

教
皇
特
使
と
し
て
サ
ラ
枢
機
卿

被
災
地
を
訪
問

―
祈
り
と
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
携
え
て
―

主の御降誕の恵みが、被災地の皆様の上に、教区の皆様の上に豊
かにありますように！
これからも、被災地の方々と手を携えて歩んで行きしましょう！



東日本大震災に係るカトリック教会の主な動き（抜粋）

▼カトリック教会全体の主な動き

■１２月１３日 大槌ベース（長崎教会管区の活動ベース）開所

ミサが行われる。石巻ベース、米川ベース、釜石ベース、宮

古ベース（札幌教区）に加えて新たな活動拠点ができた。

■１２月１１日 大震災後９ヶ月を迎える

■９月１１日 日本のカトリック教会で被災地の皆さんのため

に祈りをささげる。

■７月１１日 全国の東日本大震災復興支援担当者が仙台カテ

ドラルに集まり、全国会議（All Japan）を開催。

被災者に追悼ミサを捧げ、復興支援のための全国会議を開催

し、今後の対応を話し合う。

管区（東京・大阪・長崎）ごとに被災地を担当して支援する

ことで動き出す。

■６月６日 仙台教区の平賀徹夫司教から、大震災発生３ケ

月にあたっての祈りのお願い

■５月１７日 教皇庁開発援助促進評議会議長ロベール・サラ

枢機卿が、仙台カテドラルでミサ。松島の遊覧船上から被災

者のため祈り、花束を献花。

■４月２３日 池長潤・日本カトリック司教協議会会長が復活

の主日にあたって談話を発表

■４月１３日 聖金曜日・主の受難の祭儀の盛式共同祈願に被

災者への祈り加える

■４月７日 教皇司式の主の晩餐のミサの献金が東日本大震

災の被災者へ送られる

■４月４日 仙台教区内の教会や関連施設等の被災状況を

Google マップに掲載

■４月４日 日本カトリック司教協議会会長の池長潤大阪大

司教がメッセージ発表

■４月１日 教皇庁移住・移動者司牧評議会が「日本の津波

被害者のための船員司牧特別基金」を新設

■３月３０日 広島教区が災害サポートセンターを開設

■３月２９日 カリタスジャパンが東日本大震災支援に関する

ブログを開設

■３月２５日 日本カトリック医師会が東日本大震災救援基金

を開設

■３月２０日東京大司教が「東日本大震災の外国人被災者、避

難者への支援」のお願い

■３月１９日 さいたま教区サポートセンター開設

■３月１８日 平賀徹夫仙台司教がビデオメッセージ発表

■３月１８日 池長潤・日本カトリック司教協議会会長「日本

のカトリック信者の皆さんへ」呼びかけ

■３月１７日 仙台教区「東日本大震災募金の呼びかけ」のお

願いと、見舞金の受付を開始

■３月１７日 仙台教区サポートセンターを設置

■３月１６日 教皇が地震被災者のために１５万ドルを寄付

■３月１４日 教皇庁福音宣教省長官イヴァン・ディアス枢機

卿から被災者へ見舞いのことばが届く

■３月１４日 教皇ベネディクト１６世が東日本大震災被災者へ

の支援を呼びかける

■３月１４日 カリタスジャパンが東日本大震災被災者救援募

金の受付開始

■３月１２日 教皇ベネディクト１６世から東日本大震災被災者

への見舞いのことばが届く

▼札幌教区の主な動き

■１２月１２日 震災関係の知らせ第６報を発行

■１２月１日からボランティア派遣の交通費を、当面の間全額

補助（ボランティア減少に対応）

■１１月末まで約１７０名の方々にボランティア登録を頂き、宮

古ベースに週換算で述べ約２７０名のボランティアを派遣

■８月５日 宮古でのヴァイオリンコンサート開催を支援

■８月２日～１１日 福島の親子に北海道で思いっきり遊び、

健康を回復してもらおうとする「北の大地ですごす夏休み」

の開催を支援

■７月２４日 開催の第３回「分かち合いマーケット」に支援

物資を提供

■７月１５日 ボランティアの募集要項の改訂

■６月２２日 東日本大震災支援に関するお知らせ（第５報）

■６月１７日 ボランティア報告会を札幌のベネディクトハウ

スで開催

■６月１０日 震災関係のお知らせ第５報を発行

■６月４日 開催の第２回目の「分かち合いマーケット」に

支援物資を提供

■５月連休明けボランティア経験者５名と上杉神父様を含め

後方支援が本格スタート（ボランティア申込者への連絡し派

遣日の決定、支援物資の調達、フェリーの予約等）

■４月２８日 開催の第１回「分かち合いいマーケット」に支

援物資を提供

■４月２２日 宮古市へのボランティア派遣の経過報告と、現

地での「分かち合いマーケット」開催への支援のお願いとし

て、震災関係のお知らせ第４報を発行

■４月１１日 ボランティアの先遣隊を派遣。その後、毎週、

日曜日か月曜日の夜に札幌を出発するボランティアを宮古

ベースに派遣。宮古市、山田町など近隣で支援活動を実施。

■４月８日 教区の今後の被災者支援の方向性と、ボランテ

ィア募集開始（震災関連のお知らせ第３報）を発行

■４月８日 札幌教区サポートセンターを立ち上げ、ボラン

ティア派遣等の被災者支援を開始する

■３月１８日 仙台教区の続報（震災関係のお知らせ第２報）

を発行

■３月１８日 教区管理者菊地功司教から被災地への祈りのメ

ッセージ発行

■３月１４日 カリタスジャパン東日本大震災支援募金の案内

と仙台教区の様子（震災関係のお知らせ第１報）を発行
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▼宮古ベースの主な動き

■１１月末で、週換算述べ２７０名のボランティアを受け入れる。

■１２月２５日頃宮古ベースNews Letter 第４号発行予定

■支援ボランティアの人数が、仙台教区サポートセンター

共々減少傾向。まだまだ瓦礫の撤去が終了していないところ

も多くあります。今後とも継続して、皆様のご協力をお願い

します。

■１０月１９日 宮古ベースNews Letter 第３号発行

■９月１日 宮古社協の依頼で常設サロン（被災者からの声

を聴く場）を開始

■８月２５日 宮古ベースNews Letter 第２号発行

■７月２５日 宮古社協の依頼で仮設住宅での移動カフェを開

始

■７月２４日 第３回目の「分かち合いマーケット」を開催

■７月５日 宮古ベースNews Letter 第１号発行

■６月１１日 震災から３ケ月目。被災者への追悼を祈る。

その後も、毎週ボランティアが到着し、宮古市社協と山田町

社協のボランティアセンターを通じた作業や、教会関係者か

らの要望で個人宅やお店の撤去作業、清掃作業などを行う。

■６月６日からの週第８陣７名と継続の２名。

■６月４日 第２回「分かち合いマーケット」開催。

■５月３０日からの週第７陣４名と継続の２名。宮古での側溝

清掃、山田町で被災地内での拾得物写真の洗浄や瓦礫の撤去、

物資センターでの仕分け作業。宮古市のボラセンでも平日の

県外ボランティア募集を開始。

■５月２３日からの週第６陣６名と継続の２名。山田町で個人

宅の清掃、汚泥撤去。中古自転車２台寄贈。２８日開催の地元

のバザーに物資提供。６月４日開催の分かち合いマーケット

の打合せ。

■５月１６日からの週第５陣６名が到着。山田町の避難所の清

掃、個人宅の畳の清掃、濾過機の洗浄、汚泥の撤去。炊き出

し復興キャンペーンに参加しジンギスカンを提供。好評を得

て次回（６／４）もジンギスカンを提供すことになる。マン

フレード神父が支援物資持参し来訪。佐藤宝蔵神父が石巻教

会から来訪。

■５月９日からの週第４陣５名が到着し、山田町にて瓦礫の

撤去や汚泥の撤去作業を行う。

■５月２日からの週第３陣４名と先着２名、聖霊短大の９名。

宮古市、山田町にて家屋の清掃、瓦礫の撤去や汚泥の撤去作

業を行う。

■４月２８日に教会隣接の幼稚園にて第１回「分かち合いマー

ケット」を共催し開催。

■４月２５日からの週第２陣と引き続きの５人。山田町にて瓦

礫の撤去や汚泥の撤去作業を行う。

■４月１８日からの週第１陣６名が到着。山田町にて瓦礫の撤

去や汚泥の撤去作業を行う

■４月１１日からの週先遣隊７名が到着。自治体ボランティア

センターや宮古教会、幼稚園などとの打合せを行い、瓦礫の

撤去や汚泥の撤去作業を行う

▼仙台教区内の小教区の被災状況（抜粋）

（青森県下）

鮫町＝鐘楼と聖堂境目の変形、信徒館壁面等に損壊。

（岩手県下）

釜石＝聖堂床上浸水。

久慈＝聖堂要補修。

宮古＝聖堂入口タイル損壊。

大船渡＝納骨堂が流出全壊。信徒一家族３名死亡、３名不明。

信徒宅全壊１１棟。半壊４棟。

志家＝聖堂屋根瓦破損、司祭館損壊。

（宮城県下）

気仙沼＝信徒２名死亡、信徒宅１５棟全壊、一階浸水１棟。聖

堂要補修。その他の被害不明

石巻＝信徒２名死亡、聖堂要補修、信徒宅５棟浸水。

塩釜＝聖堂要補修。信徒宅床上浸水１棟。主任司祭ラシャペ

ル師が過労のため死亡。

東仙台＝信徒宅３棟損壊。事務棟の基礎部分損壊。聖堂前舗

装面損壊。

北仙台＝信徒宅に津波被害。聖堂内部壁面剥落、鐘楼上部に

構造的損傷。

元寺小路＝信徒宅３棟流出。聖堂一部亀裂、剥落等の損壊。

八木山＝聖堂内部損壊。

築館＝聖堂内損壊。

古川＝聖堂土台が傾斜、外壁崩落。聖像落下。

米川＝蔵の左側側面が崩落。

大籠＝報告なし

白石＝聖堂、司祭館ともに亀裂多数。

亘理＝信徒一家３名死亡。信徒のご主人１名死亡。安否不明

１名。信徒宅３棟流失、４棟全壊と浸水で１０世帯が避難生活。

（福島県下）

郡山＝聖堂基礎部と司祭館壁面に亀裂。ガラス破損。

原町＝屋根瓦多数、煙突破損。聖堂内壁剥落。南相馬地区は

原発から３０キロ圏内。

須賀川＝聖堂一部倒壊。

野田町＝煙突落下し屋根に損傷。

湯本＝聖堂一部損壊。

小名浜＝聖堂一部損傷。聖櫃落下。

いわき＝聖像やルルドのマリア像落下。物置損壊。

会津若松＝聖堂の一部が破損。司祭館に亀裂多数。

二本松＝聖像が破損。聖櫃落下。

白河＝ベトナム人一家３人がアパート倒壊で避難生活。聖堂

各部に亀裂、天井崩落の恐れ。

▼さいたま教区内の小教区の被災状況

（茨城県下）

水戸＝聖堂、司祭館、修道院等の敷地内建物が使用不能。

大洗＝インドネシア人労働者らが避難生活。

鹿島＝信徒宅に全半壊の被害。

札幌教区ニュース／第１８号［３］



司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ

い
ま
す
ぐ
原
発
の
廃
止
を

〜
福
島
第
一
原
発
事
故
と
い
う

悲
劇
的
な
災
害
を
前
に
し
て
〜

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
皆
様
へ

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
福
島
第
一
原
発

の
事
故
に
よ
り
、
海
や
大
地
が

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
、
多
く
の

人
々
の
生
活
が
奪
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
福
島

第
一
原
発
近
隣
の
地
域
か
ら
十

万
人
近
く
の
住
民
が
避
難
し
、

多
く
の
人
々
が
不
安
に
お
び
え

た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

原
子
力
発
電
の
是
非
に
つ
い

て
、
わ
た
し
た
ち
日
本
カ
ト
リ

ッ
ク
司
教
団
は
『
い
の
ち
へ
の

ま
な
ざ
し
―
二
十
一
世
紀
へ
の

司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
』
の
な

か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し

た
。「（

核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

は
）
人
類
に
こ
れ
ま
で
に
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
一
瞬
の
う

ち
に
多
く
の
人
々
の
い
の
ち
を

奪
っ
た
広
島
や
長
崎
に
投
下
さ

れ
た
原
子
爆
弾
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
事
故
、
さ
ら
に
多
く
の

人
々
の
い
の
ち
を
危
険
に
さ
ら

し
生
活
を
著
し
く
脅
か
し
た
東

海
村
の
臨
界
事
故
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
後
世
の
人
々
に
も
重

い
被
害
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
そ
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
は
、
人
間
の
限
界

を
わ
き
ま
え
た
英
知
と
、
細
心

の
上
に
細
心
の
注
意
を
重
ね
る

努
力
が
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
悲
劇
的
な
結
果
を
招
か
な

い
た
め
に
、
安
全
な
代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
開
発
し
て
い
く
よ
う

希
望
し
ま
す
。」
�

こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
あ
る

「
悲
劇
的
な
結
果
」
は
ま
さ
に

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
原
発
事
故
で
「
安
全

神
話
」
は
も
ろ
く
も
崩
れ
去
り

ま
し
た
。
こ
の
「
安
全
神
話
」

は
科
学
技
術
を
過
信
し
、「
人

間
の
限
界
を
わ
き
ま
え
る
英

知
」
を
持
た
な
か
っ
た
ゆ
え
に

作
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

わ
た
し
た
ち
カ
ト
リ
ッ
ク
司

教
団
は
『
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ

し
』
で
、
い
ま
す
ぐ
に
原
発
を

廃
止
す
る
こ
と
ま
で
は
呼
び
か

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
福
島
第
一
原
発
事

故
と
い
う
悲
劇
的
な
災
害
を
前

に
し
て
、そ
の
こ
と
を
反
省
し
、

日
本
に
あ
る
す
べ
て
の
原
発
を

い
ま
す
ぐ
に
廃
止
す
る
こ
と
を

呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
ぐ
に
原
発
を
廃
止
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
を
心
配
す
る
声
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、C

O
2

削
減

の
課
題
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
な
に
よ
り
ま
ず
、
わ
た

し
た
ち
人
間
に
は
神
の
被
造
物

で
あ
る
す
べ
て
の
い
の
ち
、
自

然
を
守
り
、
子
孫
に
よ
り
安
全

で
安
心
で
き
る
環
境
を
わ
た
す

責
任
が
あ
り
ま
す
。
利
益
や
効

率
を
優
先
す
る
経
済
至
上
主
義

で
は
な
く
、
尊
い
い
の
ち
、
美

し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
原
発

の
廃
止
を
い
ま
す
ぐ
決
断
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
地
震
や
津
波
に
よ
る

災
害
が
予
測
さ
れ
る
な
か
、
日

本
国
内
に
五
十
四
基
あ
る
す
べ

て
の
原
発
が
今
回
の
よ
う
な
甚

大
な
事
故
を
起
こ
す
危
険
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。
自
然
災
害
に

伴
う
人
災
を
出
来
る
限
り
最
小

限
に
く
い
止
め
る
た
め
に
は
原

発
の
廃
止
は
必
至
で
す
。

原
発
は
こ
れ
ま
で
「
平
和
利

用
」
の
名
の
も
と
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
社
会
に
供
給
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
一
方
で
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
放
射

性
廃
棄
物
を
多
量
に
排
出
し
て

き
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
こ

れ
ら
の
危
険
な
廃
棄
物
の
保
管

責
任
を
後
の
世
代
に
半
永
久
的

に
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
倫
理
的
な
問
題
と

し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

れ
ま
で
、
国
策
に
よ
っ
て

原
発
が
推
し
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
、
普
及
が
遅
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。C

O
2

削

減
の
た
め
に
も
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
開
発
と
推
進
を
最
優
先

す
る
国
策
に
変
え
て
い
く
よ
う

に
わ
た
し
た
ち
は
訴
え
ま
す
。

ま
た
、
原
発
は
廃
炉
に
す
る
ま

で
長
い
年
月
と
多
く
の
労
働
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
廃
炉
と
放

射
性
廃
棄
物
の
処
理
に
は
細
心

に
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。確

か
に
、
現
代
の
生
活
に
は

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
欠
か
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
大

切
な
こ
と
は
、
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
過
度
に
依
存
し
た
生
活

を
改
め
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

全
般
の
在
り
方
を
転
換
し
て
い

く
こ
と
な
の
で
す
。

日
本
に
は
自
然
と
共
生
し
て

き
た
文
化
と
知
恵
と
伝
統
が
あ

り
、
神
道
や
仏
教
な
ど
の
諸
宗

教
に
も
そ
の
精
神
が
あ
り
ま

す
。
キ
リ
ス
ト
教

に
も
清
貧
と
い
う

精
神
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
わ

た
し
た
ち
キ
リ
ス

ト
者
に
は
、
何
よ

り
も
神
か
ら
求
め

ら
れ
る
生
き
方
、

つ
ま
り
「
単
純
質

素
な
生
活
、
祈
り

の
精
神
、
す
べ
て

の
人
々
に
対
す
る

愛
、
と
く
に
小
さ

く
貧
し
い
人
々
へ

の
愛
、
従
順
、
謙

遜
、
離
脱
、
自
己

犠
牲
」
�
な
ど
に

よ
っ
て
、
福
音
の

真
正
な
あ
か
し
を
立
て
る
務
め

が
あ
り
ま
す
。わ
た
し
た
ち
は
、

た
と
え
ば
節
電
に
努
め
る
場
合

も
、
こ
の
福
音
的
精
神
に
基
づ

く
単
純
質
素
な
生
活
様
式
を
選

び
直
す
べ
き
で
す
。
�
ま
た
そ

の
精
神
を
基
に
し
た
科
学
技
術

の
発
展
、
進
歩
を
望
み
ま
す
。

そ
れ
が
原
発
の
な
い
安
心
で
安

全
な
生
活
に
つ
な
が
る
で
し
ょ

う
。

二
〇
一
一
年
十
一
月
八
日
仙
台
に
て

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団

（
注
記
）

�
『
い
の
ち
へ
の
ま
な
ざ
し
―

２１
世
紀
へ
の
司
教
団
メ
ッ
セ
ー

ジ
―
』（
中
央
協
議
会
・２００１

年
）p.１０４

〜p.１０５

こ
の
ほ
か
に
原
発
の
是
非
に
関

す
る
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
『
ジ

ェ
ー
・
シ
ー
・
オ
ー（JC

O

）ウ

ラ
ン
臨
界
事
故
に
関
す
る
要
望

書
』（１９９９

年
）が
あ
り
ま
す
。

�
教
皇
パ
ウ
ロ
６
世
『
福
音
宣

教
』（１９７５

年
）７６

「
生
活
の

真
正
な
あ
か
し
」（
中
央
協
議

会
ペ
ト
ロ
文
庫
）

�
教
皇
庁
正
義
と
平
和
評
議
会

『
教
会
の
社
会
教
説
綱
要
』

（２００４

年
）４８６

「d.

新
し
い

生
活
様
式
」（
中
央
協
議
会
）

参
照
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司
教
団
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
い
ま
す
ぐ
原
発
の
廃
止
を
」

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

一
、
な
ぜ
、
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
が
原
発
に
関
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
す
の

か
？

原
発
に
つ
い
て
は
、
国
民
一

人
ひ
と
り
、
ま
た
、
様
々
な
立

場
か
ら
そ
の
是
非
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。
採
算
が
と

れ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
経
済

的
な
立
場
、
子
ど
も
た
ち
の
健

康
や
市
民
生
活
の
安
全
を
守
る

立
場
、
国
際
競
争
力
を
保
持
し

よ
う
と
す
る
立
場
な
ど
…
。

し
か
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

は
原
発
の
是
非
に
関
す
る
問
題

は
倫
理
的
な
問
題
、
人
間
の
命

の
問
題
で
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
す
べ
て

の
人
と
連
帯
し
て
、
神
の
被
造

物
で
あ
る
自
然
や
環
境
、
す
べ

て
の
生
命
を
保
護
し
て
い
く
責

任
を
持
っ
て
い
ま
す
。
以
上
の

二
つ
の
立
場
か
ら
、
宗
教
者
と

し
て
原
発
の
是
非
に
つ
い
て
発

言
す
る
責
任
を
果
た
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

二
、「
司
教
団
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
に
つ
い
て

日
本
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
十
六
教
区
が
あ
り
ま
す
。

各
教
区
に
ロ
ー
マ
教
皇
に
よ
っ

て
任
命
さ
れ
た
大
司
教
、司
教
、

補
佐
司
教
が
各
教
区
の
信
徒
、

諸
施
設
に
対
す
る
責
任
を
持
っ

て
い
ま
す
。
現
在
日
本
の
司
教

は
十
七
名
。（
引
退
司
教
は
除

く
）折

々
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ

れ
ら
す
べ
て
の
司
教
の
合
意
を

得
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
司
教
団
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
表
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
十

一
月
八
日
に
仙
台
で
行
わ
れ
た

特
別
臨
時
司
教
総
会
に
お
い

て
、
全
員
の
司
教
の
合
意
を
得

て
司
教
団
と
し
て
発
表
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の

人
々
に
向
け
た
呼
び
か
け
と
し

ま
し
た
。

三
、
な
ぜ
、
今
、
原
発
に

つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
表
す
る
の
か
？

�

原
発
事
故
以
来
、
脱
原
発

か
原
発
存
続
な
の
か
議
論
さ

れ
始
め
ま
し
た
が
、
政
府
は

そ
の
国
民
的
な
議
論
を
待
た

ず
に
、
な
し
崩
し
的
に
原
発

存
続
の
方
向
に
進
み
始
め
て

い
ま
す
。
再
稼
働
へ
の
道
を

歩
み
始
め
、
原
発
技
術
の
輸

出
交
渉
な
ど
も
再
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ

そ
、
国
民
的
な
議
論
に
よ
っ

て
、
原
発
の
是
非
に
つ
い
て

考
え
る
べ
き
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

�

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
教

団
メ
ッ
セ
ー
ジ
『
い
の
ち
へ

の
ま
な
ざ
し
』（
二
〇
〇
一

年
）
で
は
、
脱
原
発
の
方
向

を
示
し
ま
し
た
が
、
そ
の
存

続
を
容
認
す
る
立
場
で
し

た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
司
教

団
は
原
発
に
対
す
る
よ
り
踏

み
込
ん
だ
明
確
な
姿
勢
を
打

ち
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

四
、
い
ま
す
ぐ
に
原
発
を

廃
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
？

二
〇
一
一
年
の
夏
、
関
東
、

東
北
で
は
原
子
力
発
電
が
止
ま

り
、
電
力
不
足
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
が
、
市
民
、
企
業
、
自
治

体
な
ど
の
節
電
努
力
に
よ
っ

て
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
い
ま
す
ぐ
に

原
発
を
止
め
て
も
、
節
電
に

よ
っ
て
、
電
力
供
給
不
足
は
乗

り
越
え
ら
れ
る
こ
と
を
証
明
し

た
と
言
え
ま
す
。
国
際
競
争
力

な
ど
の
点
で
ハ
ン
デ
ィ
を
負
う

こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発

を
推
進
す
る
こ
と
で
新
た
な
国

際
競
争
力
を
育
て
る
よ
う
に
す

る
べ
き
で
す
。
日
本
の
技
術
力

と
国
民
の
節
電
な
ど
に
よ
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
発
事

故
の
被
災
地
で
あ
る
東
日
本
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
全
体
と
し

て
脱
原
発
、
脱
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
依
存
へ
の
生
活
転
換
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

五
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
の

言
葉
の
説
明

「
人
間
の
限
界
を
わ
き
ま
え
る

英
知
」：

人
間
の
知
識
・
技

術
・
努
力
な
ど
に
は
限
界
が
あ

り
、
そ
の
限
界
を
知
る
こ
と
が

真
の
英
知（
真
の
知
恵
）で
す
。

科
学
技
術
の
分
野
に
お
い
て
も

こ
の
英
知
を
謙
虚
に
受
け
入
れ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の

知
識
や
技
術
力
を
も
っ
て
し
て

も
原
発
は
制
御
で
き
な
い
こ
と

が
起
こ
り
う
る
こ
と
は
、
今
回

の
事
故
で
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

「
平
和
利
用
の
名
の
も
と

に
」：

広
島
、
長
崎
に
お
け
る

原
子
爆
弾
の
恐
る
べ
き
体
験
か

ら
、
日
本
人
は
核
兵
器
廃
絶
を

悲
願
と
し
て
い
ま
す
。こ
の「
平

和
利
用
」と
い
う
名
の
も
と
に
、

原
発
と
い
う
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
に
方
向
を
転
換
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
発
の
技
術
は
核
兵

器
開
発
に
容
易
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
点
か
ら
も
原
発

の
廃
止
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

「
清
貧
」：

物
や
金
（
欲
望
）

に
執
着
す
る
こ
と
の
な
い
生
き

方
。
物
や
金
は
不
要
と
考
え
る

の
で
は
な
く
、
全
て
の
神
の
被

造
物
（
水
、
自
然
…
）
の
価
値

を
正
し
く
認
め
、
そ
れ
を
大
切

に
使
い
、
ほ
か
の
国
や
人
々
と

公
平
に
分
か
ち
合
う
生
き
方
。

「
従
順
」：

神
の
望
み
に
従
う

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

「
離
脱
」：

物
や
金
や
人
に
関

わ
る
利
己
主
義
か
ら
抜
け
出

し
、�
所
有
す
る（to

have

）�

満
足
か
ら
、�
存
在
す
る
（to

be

）�
喜
び
へ
移
行
す
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

「
自
己
犠
牲
」：

個
人
が
欲
望

の
ま
ま
に
生
き
る
の
で
は
な

く
、
他
者
・
神
へ
の
愛
を
も
っ

て
自
ら
の
生
活
を
他
者
・
神
の

た
め
に
捧
げ
て
生
き
る
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。
個
人
の
倫
理

に
留
ま
ら
ず
、
地
球
市
民
と
し

て
限
ら
れ
た
資
源
や
生
産
物
を

全
て
の
人
と
等
し
く
共
有
し
公

平
に
分
か
ち
合
っ
て
生
活
す
る

こ
と
（
連
帯
の
精
神
）
の
意
味

も
含
ま
れ
ま
す
。

六
、
今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
は

「
脱
原
発
依
存
」
だ
け
で
は
な

く
、「
脱
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
依

存
」
の
生
活
転
換
を
訴
え
る
も

の
で
す
。
そ
れ
が
、
脱
原
発
だ

け
で
は
な
く
地
球
温
暖
化
へ
の

対
策
も
含
め
た
地
球
環
境
、
人

間
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

二
〇
一
一
年
十
一
月
十
日

仙
台
に
て

社
会
司
教
委
員
会

委
員
長

�
見
三
明
大
司
教
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◆ボランティアの参加者が減少傾向です。新年以降も継続して派遣します。皆様のご参加をお待ちいたしております。

◆冬期間は、公的交通機関（ＪＲ等）での移動となります。

（例）札幌～宮古＝８：３４札幌発 ⇒１１：５３函館着１２：０４函館発⇒１４：１５新青森着

１４：２８新青森発⇒１５：３５盛岡着１６：３０盛岡発⇒１８：５３宮古着 徒歩１０分にて宮古教会到着

◆交通費は、当面の間、相当分を札幌教区サポートセンターが全額補助致します。

◆詳しくは、ボランティア参加時のミーティング等でご説明いたします。

◆お問い合わせ先：メール officecsd＠csd．or．jp FAX ０１１�２２１�３６６８
（メールかファックスを優先して下さると助かりますが、電話の場合は０９０�１５２５�８５８９上杉神父まで）

������
１．活動内容…仮設住宅での移動カフェとサロンの開催が主です。

仮設住宅へのチラシ配布・物品運搬・会場設営・飲み物の準備・話し相手・住民ニーズへの対応・後片づけなど。

その他、分かち合いマーケットの準備・実施など。

２．活動場所…仮設住宅の屋内集会所（宮古市社会福祉協議会の指示による）

３．生活環境…宮古教会に宿泊（男性ボランティアは仮設住宅＝教会から車で１０分）、共同自炊（食材費はサポートセ

ンターが負担しますが、酒類等の嗜好品は含みません）。お風呂は銭湯（銭湯や買い物は車で行きます。）

４．持ち物…着替え、その他各自必要な用品（長靴、防塵ゴーグル等は不要）

教会設置の洗濯機は、基本的に神父様・長期滞在者（３週間）の利用です。また、電気代節約のため乾燥機使用は

ご遠慮願います。薄手のシーツ２枚を持参してください。１枚は敷き布団の上に、１枚はかけ布団や毛布がよごれ

ないよう体の上にかけます。（教会にもシーツ類はありますが、帰る日に掃除を含め現状復帰します。シーツやタ

オルケットを洗濯し、干し（乾きにくい）、たたみ、収納するという作業を同時に行うことは難しいです。ご協力

ください。）

５．年 齢…制限なし（これまで参加した最高齢の方は８２歳女性）

６．現地への交通手段（道内からの参加者対象）ならびに交通費補助

１）冬期間（１２月～雪解けまで）ならびにボランティアが２名以下の場合、原則として、教区の車（通称エスティ

マ号）は使用しません。

各自で拠点の宮古教会に行ってください。宮古教会に車を置くことはできません。公共交通機関をご利用くださ

い。

宮古までのＪＲ代金（特急、新幹線を含む）の全額を補助します。

２）冬期間以外でボランティアが３名以上の場合

原則として、教区の車（通称エスティマ号）を使用します。苫小牧西港～八戸港間のフェリーを利用します。

交通費は全額補助します。

なお、交通費（ＪＲ相当分）全額補助は当面の間の処置となります。支援募金を大切に使うためにご理解をお願

いいたします。

７．ボランティア保険

社会福祉協議会のボランティア活動保険に、札幌教区サポートセンターで加入します。

８．その他

１）ボランティア期間の延長は可能です。現地のまとめ役にご相談ください。

２）各自十分に体調管理をしてください。体調不良の場合は、無理せずまとめ役に伝えてお休みください。戻って

からまたボランティアをしたいと思えるように、心身の健康に配慮してください。

３）お酒については、被災地であることをわきまえ節制に心がけてください。ストレスのあまり大声で議論したり、

ベースの運営や雰囲気を乱したり、翌日の仕事に支障を来したりすることのないよう、お互いに気を付けましょ

う。

４）帰ったあとで、ボランティア体験の報告や他の人々との分かち合いを通して、ボランティアに参加したいと思

う人が増えるようご協力ください。

５）今後の参考のために感想文をお願いします。用紙は宮古教会集会室に備えています。

６）申込書は、小教区等にあります従前のものをご利用ください。

［６］札幌教区ニュース／第１８号



列
福
式
ま
で
の
動
き

◆
教
皇
が
奇
跡
を
認
め
る
教
令

を
認
可

教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世

は
、
一
月
十
四
日
（
金
）、
教

皇
庁
列
聖
省
長
官
の
ア
ン
ジ
ェ

ロ
・
ア
マ
ー
ト
枢
機
卿
と
の
謁

見
の
中
で
、
尊
者
・
神
の
し
も

べ
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
（
カ

ロ
ル
・
ヴ
ォ
イ
テ
ィ
ワ

一
九

二
〇
年
五
月
十
八
日
―
二
〇
〇

五
年
四
月
二
日
）
の
執
り
成
し

に
よ
る
奇
跡
を
認
め
る
教
令
を

認
可
し
ま
し
た
。
同
日
、
教
皇

庁
広
報
部
の
フ
ェ
デ
リ
コ
・
ロ

ン
バ
ル
デ
ィ
報
道
官
は
、
尊

者
・
神
の
し
も
べ
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
の
列
福
式
が
復
活
節

第
二
主
日
（
神
の
い
つ
く
し
み

の
主
日
）
の
二
〇
一
一
年
五
月

一
日
（
日
）
に
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
十
六
世
の
司
式
で
行
わ
れ

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
日
認
可
さ
れ
た
教
令
で

は
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
を

含
め
て
、
三
名
の
福
者
、
五
名

の
殉
教
者
、
五
名
の
尊
者
を
宣

言
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の

列
聖
調
査
は
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
十
六
世
に
よ
っ
て
二
〇
〇
五

年
五
月
十
三
日
に
開
始
が
発
表

さ
れ
、
同
年
六
月
二
十
八
日
か

ら
正
式
に
開
始
し
ま
し
た
。
二

〇
〇
九
年
十
二
月
十
九
日
、
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
十
六
世
は
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
を
尊
者
と
す

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

教
皇
庁
列
聖
省
が
、
聖
人
の

列
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
を
最
終

的
な
目
的
と
し
て
、
そ
の
調
査

を
宣
言
す
る
と
、そ
の
人
は「
神

の
し
も
べ
」
と
呼
ば
れ
、
次
の

段
階
で
そ
の
人
物
の
生
涯
が
英

雄
的
、
福
音
的
な
生
き
方
で

あ
っ
た
こ
と
が
公
認
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
「
尊
者
」
と
宣
言
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に「
尊
者
」は
、

そ
の
執
り
成
し
に
よ
る
最
低
一

つ
の
奇
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、「
福
者
」
と
宣
言
さ

れ
ま
す
。

列
聖
省
の
発
表
に
よ
る
と
、

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
列
福

手
続
き
の
際
、
審
査
さ
れ
た
奇

跡
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
母
な
る

小
さ
き
姉
妹
会
（Institut

des

P
etites

Soeursdes
M
ater-

nites
C
atholiques

）
の

マ

リ
ー
・
シ
モ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・

ノ
ル
マ
ン
修
道
女
（M

arie
Si-

m
on

P
ierre

N
orm
and

）

の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
治
癒
で

す
。

◆
列
福
準
備
の
た
め
の
前
晩
の

祈
り

四
月
三
十
日（
土
）チ
ル
コ
・

マ
ッ
シ
モ
に
て
、
午
後
八
時
〜

九
時
準
備
、
午
後
九
時
〜
十
時

三
十
分
前
晩
の
祈
り
。
尊
者
・

神
の
し
も
べ
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
が
司
教
を
務
め
た
ロ
ー
マ

教
区
主
催
。
前
晩
の
祈
り
は

ロ
ー
マ

教
区
総
代
理
の
ア
ゴ

ス
テ
ィ
ー
ノ
・
ヴ
ァ
ッ
リ
ー
ニ

枢
機
卿
が
司
式
。
教
皇
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
十
六
世
は
ビ
デ
オ
中
継

を
通
じ
て
参
加
。

◆
列
福
式

五
月
一
日
（
日
）
サ
ン
ピ
エ

ト
ロ
広
場
に
て
、
午
前
十
時
開

始
で
行
わ
れ
た
。
教
皇
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
十
六
世
が
司
式
。
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
亡
骸
は
、

サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
告
白

の
祭
壇
前
に
安
置
さ
れ
ま
し

た
。

◆
感
謝
の
ミ
サ

五
月
二
日
（
月
）
午
前
十
時

三
十
分
、
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ
広
場

に
て
。
国
務
省
長
官
タ
ル
チ
ジ

オ
・
ベ
ル
ト
ー
ネ
枢
機
卿
の
司

式
。新

福
者
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
の
亡
骸
は
、
サ
ン
ピ
エ
ト
ロ

大
聖
堂
の
サ
ン
・
セ
バ
ス
チ

ア
ー
ノ
礼
拝
堂
に
埋
葬
さ
れ
ま

す
。
埋
葬
は
公
式
行
事
と
し
て

行
わ
れ
ま
せ
ん
。

高
松
・
大
分
・
広

島
教
区
に
新
司
教

誕
生
。

教
皇
は
、
三
月
二
五
日
（
金
）

イ
タ
リ
ア
時
間
正
午
（
日
本
時

間
、
同
日
午
後
八
時
）
に
高
松

と
大
分
の
新
司
教
を
任
命

■
高
松
教
区
新
司
教

使
徒
ヨ
ハ
ネ
諏
訪
榮
次
郎
師

高
松
教
区
の
溝
部
脩
司
教
の
定

年
に
よ
る
退
任
願
い
を
受
理
さ

れ
、
新
し
い
司
教
に
、
大
阪
教

区
司
祭
使
徒
ヨ
ハ
ネ

諏
訪

榮

次
郎
師
を
任
命
し
た
旨
を
発

表
。
新
司
教
の
叙
階
式
は
二
〇

一
一
年
六
月
一
九
日
（
日
）
午

後
二
時
か
ら
高
松
司
教
座
聖
堂

（
桜
町
教
会
）
で
行
わ
れ
た
。

■
大
分
教
区
新
司
教

パ
ウ
ロ

浜
口

末
男
師

前
教
皇

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の

列
福
感
謝
ミ
サ
が
行
わ
れ
る

日
本
に
も
訪
問
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
に
大
変
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
前
教
皇
ヨ

ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
列
福
を
祝
い
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
で
は
「
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ

ウ
ロ
二
世
列
福
感
謝
ミ
サ
」
を
五
月
十
四
日
十
五
時
か
ら
東
京
大
司
教
区
カ
テ
ド
ラ
ル
聖
マ
リ
ア

大
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。
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長
い
間
、
司
教
座
空
位
で
あ
っ

た
大
分
教
区
の
新
司
教
に
、
長

崎
教
区
司
祭
パ
ウ
ロ
浜
口
末
男

師
を
任
命
。
司
教
叙
階
式
は
、

二
〇
一
一
年
六
月
二
十
六
日

（
日
）
午
後
二
時
か
ら
ビ
ー
コ

ン
プ
ラ
ザ
（
別
府
国
際
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）
で
行
わ

れ
た
。

教
皇
は
、
ロ
ー
マ
時
間
六
月

十
三
日
正
午
（
日
本
時
間
同
日

午
後
七
時
）
に
広
島
新
司
教
を

任
命

■
広
島
教
区
新
司
教

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス

前
田

万
葉
師

広
島
教
区
の
三
末
篤
實
司
教
の

定
年
に
よ
る
退
任
願
い
を
受
理

し
、
新
し
い
司
教
に
長
崎
教
区

司
祭
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協

議
会
事
務
局
長
の
前
田
万
葉
師

を
任
命
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。
司
教
叙
階
式
は
二
〇
一

一
年
九
月
二
十
三
日
（
金
・
祝

日
）
午
後
一
時
か
ら
、
広
島
カ

テ
ド
ラ
ル
幟
町
教
会
聖
堂
で
行

わ
れ
た
。

司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
が
約

三
八
〇
人
参
加
し
、
一
緒
に
両

師
の
金
祝
を
祝
っ
た
。

地
主
敏
夫
司
教
は
説
教
の
中

で
、
両
司
祭
と
の
思
い
出
を
し

ば
ら
く
語
っ
た
後
に
、
私
た
ち

が
一
致
す
る
の
は
キ
リ
ス
ト
に

対
し
て
で
、
神
様
の
思
い
を
考

え
、
キ
リ
ス
ト
と
一
致
す
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
司
祭
職
と

は
司
祭
の
体
を
借
り
て
、
キ
リ

ス
ト
が
語
り
か
け
、
そ
の
思
い

を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
ふ
た
り
と
も
そ
の
よ
う
な

考
え
で
奉
仕
し
、
五
十
年
間
に

わ
た
り
、
キ
ス
ト
の
司
祭
職
と

し
て
自
分
を
捧
げ
て
き
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
司
祭
は
、
あ
る
意

味
孤
独
で
あ
る
が
、
神
様
が
命

じ
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
か
ら
毅

然
と
奉
仕
し
て
い
ま
す
。
司
祭

職
を
こ
れ
か
ら
も
全
う
で
き
る

よ
う
に
、
皆
様
の
お
祈
り
を
お

願
い
し
ま
す
。
と
結
ば
れ
た
。

ミ
サ
後
に
、
同
教
会
ホ
ー
ル

で
和
や
か
な
中
で
祝
賀
会
が
行

わ
れ
た
。

◆
勝
谷
太
治
神
父
が
銀
祝

一
九
八
六
年
四
月
二
十
九
日

に
司
祭
叙
階
し
、
両
師
金
祝
の

お
祝
い
の
日
に
、
司
祭
銀
祝
を

迎
え
、
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
で
紹

介
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
祝
福
を

受
け
て
い
た
。

来
道
司
祭
の
紹
介

◆
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会
◆

■
ヨ
ハ
ネ
・
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ

ト
ゥ
ス

山
谷

篤
神
父

一
九
六
一
年
に
函
館
市
で
生
ま

れ
、
一
九
六
四
年
宮
前
町
教
会

で
受
洗
。
一
九
九
二
年
に
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
に
入
会
し
、
二
〇

〇
〇
年
に
司
祭
叙
階
。
田
園
調

布
、板
橋
教
会
で
司
祭
研
修
し
、

田
園
調
布
教
会
助
任
、
三
軒
茶

屋
教
会
主
任
を
歴
任
し
、
今
年

の
ご
復
活
明
け
か
ら
北
十
一

条
教
会
の
主
任
司
祭
。

■
ヨ
ブ

戸
田

三
千
雄
神
父

一
九
三
四
年
生
ま
れ
で
、
一
九

七
〇
年
に
司
祭
叙
階
。
司
祭
叙

階
後
は
、
東
京
教
区
、
大
阪
教

区
、
さ
い
た
ま
教
区
で
司
牧
を

行
い
、
今
回
の
異
動
で
釧
路
地

区
協
力
司
祭
と
し
て
来
道
。
聖

ア
ン
ト
ニ
オ
修
道
院
で
共
同
生

活
を
送
り
、
小
教
区
の
司
牧
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
ヨ
ゼ
フ

松
井

繁
美
神
父

一
九
五
六
年
生
ま
れ
で
、
一
九

八
四
年
三
月
二
十
五
日
に
司
祭

叙
階
。ナ
ル
チ
ゾ
神
父
と
二
人
で

帯
広
地
区
四
教
会
を
司
牧
す
る
。

■
ヨ
ハ
ネ

山
本

遼
神
父

一
九
四
四
年
生
ま
れ
で
、
一
九

七
三
年
に
司
祭
叙
階
。
北
見
地

区
長
と
し
て
、
カ
リ
シ
モ
神
父

と
二
人
で
、
北
見
地
区
五
教
会

を
司
牧
す
る
。

■
ト
マ
ス

元
田

勝
哉
神
父

一
九
八
一
年
生
ま
れ
、
二
〇
一

一
年
三
月
二
十
六
日
に
司
祭
叙

階
。
札
幌
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道

院
で
共
同
生
活
を
送
り
、
北
十

一

条
教
会
協
力
司
祭
と
し
て

司
牧
を
行
う
。

近
藤
神
父
・
谷
内
神
父
の

司
祭
叙
階
の
金
祝
を
祝
う

二
〇
一
一
年
三
月
二
十
一
日
に
司
祭
叙
階
五
十
周
年
を
迎
え
た

両
師
を
お
祝
い
す
る
記
念
ミ
サ
と
お
祝
い
の
集
い
が
、
四
月
二

十
九
日
（
金
・
昭
和
の
日
）
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
北
十
一
条

教
会
で
行
わ
れ
た
。

＝ミサをあげる地主司教とお二方＝

＝ミサ後のお祝いの様子＝
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▼札幌教区司祭人事異動（ ）内は前任内容※大変遅くなりましたが、２０１１年の司祭移動を掲載致します

２０１１年３月１日付

■札幌地区

北２６条教会主任司祭 場崎 洋師（療養）

帰国（パリ外国宣教会本部気付）エムリク・ド・サルベル師（北２６条教会主任）

２０１１年４月１日付

■札幌地区

北１１条教会主任司祭 山谷 篤師（東京教区三軒茶屋教会）

北１１条教会助任司祭 ルカ・ボナヴィゴ師（釧路教会主任）

北１１条教会協力司祭 石井 健吾師（瀬田聖アントニオ修道院）７月２０日付で六本木修道院へ

北１１条教会協力司祭 元田 勝哉師（新司祭・田園調布修道院）

■旭川地区

神居、五条、六条、大町、滝川、砂川教会主任司祭 間野 正孝師（稚内、枝幸教会主任）

旭川地区協力司祭 鈴木 央師（神居、名寄、士別、大町、五条、六条教会主任）

滝川教会協力司祭 ドミニコ・バウア師（滝川教会主任）

砂川教会協力司祭 ローター・ポレンバ師（旭川神居修道院）

美唄教会主任司祭 山本 孝師（留萌、羽幌教会主任）

留萌、羽幌教会主任 マンフレード・フリードリッヒ師（美唄、砂川教会主任）

名寄、士別、枝幸、稚内教会主任司祭 長尾 俊宏師（北１１条教会主任）

■釧路地区

柏林台、本別教会主任司祭 ナルチゾ・カバツォラ師（帯広、池田教会主任を兼務する）

帯広地区協力司祭 松井 繁美師（長野大日向修道院）

釧路、新川、中標津、厚岸、根室教会主任司祭 川上 剛師（北見、遠軽、紋別教会主任）

釧路地区協力司祭 マウリリオ・ラザロ師（厚岸教会担当）

釧路地区協力司祭 戸田三千雄師（さいたま修道院）

釧路地区協力司祭 渡辺 義行師（旭川市内教会協力）

瀬田聖アントニオ修道院 内藤 孝文師（柏林台、本別主任）

瀬田聖アントニオ修道院 関口 七郎師（中標津教会担当）

■北見地区

北見、美幌、網走、遠軽、紋別教会主任司祭 山本 遼師（横浜教区原宿教会）

北見地区協力司祭 カリシモ・ロンデロ師（新川教会主任）

六本木聖ヨゼフ修道院 プポ・アルフォンソ師（網走、美幌教会主任）

■函館地区

八雲教会主任 オール・フランソワ師（湯川教会主任を兼務する）

２０１１年５月１日付

■札幌地区

山鼻、真駒内教会主任司祭 上杉 昌弘師（円山教会主任を兼務する）

休養（司教館気付） 谷内 武雄師（山鼻、真駒内教会主任）

２０１１年８月１日付

■札幌地区

研修 森田 健児師（月寒・新田主任司祭のままで来年７月末迄）

月寒・新田教会小教区管理者 新海 雅典師（小野幌主任兼務、森田師の研修の間）

付記 カトリック教会法第５３９条の規則に則り、主任司祭が長期にわたり小教区を不在となるため、小教区管理

者を選任致しました。小教区管理者は、主任司祭と同じ義務および権利を有すると同時に、主任司祭の権

利を害し、又は小教区財産に損害を与える行為をしてはならないと教会法には記されています。

２０１２年１月１日付

■札幌地区

岩見沢教会主任司祭 加藤 鐵男 師（江別・大麻教会主任司祭兼務）

岩見沢教会協力司祭 宮部 登 師（岩見沢教会主任司祭）

札幌教区ニュース／第１８号［９］



札
幌
教
区
難
民
移
住
移
動
者

委
員
会
（
担
当：

マ
イ
レ
ッ

ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
神
父
）
は
、

道
内
の
小
教
区
と
修
道
院
に
、

外
国
人
の
信
徒
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
十
八

の
小
教
区
と
二
つ
の
修
道
院
か

ら
回
答
が
あ
っ
た
。

札
幌
教
区
に
は
、
年
間
、
五

大
陸
の
お
よ
そ
二
十
六
カ
国
の

国
か
ら
来
道
し
て
お
り
、
約
二

〇
〇
人
の
外
国
人
信
者
が
ミ
サ

に
参
加
し
て
い
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ご
報
告
を

頂
い
て
い
な
い
小
教
区
も
あ
り

ま
す
の
で
、
さ
ら
に
多
く
の
信

者
の
方
が
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
抜
粋

を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
多
国

籍
の
人
々
と
共
生
す
る
共
同
体

つ
く
り
の
参
考
に
し
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

【
ニ
ー
ズ
と
対
応
に
つ
い
て
】

・
札
幌
在
住
の
信
徒
宣
教
師
と

連
絡
を
取
り
、
東
京
か
ら
フ

ィ
リ
ピ
ン
出
身
司
祭
を
呼
ぶ

こ
と
が
あ
る
。

・
日
本
で
生
ま
れ
た
子
供
た
ち

の
洗
礼
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必

要
で
あ
る
。

・
求
導
者
で
、
時
折
教
会
に
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
い
る

が
、
パ
ー
ト
を
希
望
し
て
い

る
。

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
つ
い
て

は
、
時
折
家
庭
集
会
を
行
っ

て
い
る（

教
会
承
認
済
み
）。

・
留
学
生
（
ア
メ
リ
カ
人
）
の

対
応
が
言
語
の
壁
に
よ
り
不

十
分
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

・
転
出
入
が
は
っ
き
り
し
な

い
。

・
言
語
の
壁
に
よ
り
海
外
出
身

者
と
の
接
触
に
差
異
が
生
じ

て
い
る
。

・
外
国
人
担
当
チ
ー
ム
を
設
け

た
い
が
メ
ン
バ
ー
探
し
が
困

難
で
あ
る
。

・
ミ
サ
の
頻
度
が
少
な
く
、
ミ

サ
の
日
以
外
の
曜
日
や
時
間

で
の
対
応
が
不
可
能
で
あ

る
。

・
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
洗
礼

に
つ
い
て
司
祭
と
の
仲
介
役

の
様
な
こ
と
を
し
た
。

・
ダ
ブ
ル
の
子
供
た
ち
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
サ
ポ
ー

ト
・
日
本
語
学
習

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

・
一
部
の
人
を
除
き
日
本
人
と

結
婚
し
て
い
る
の
で
殆
ど
の

事
は
解
決
し
て
い
る
。
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
女
性
（
日
本
人
男

性
の
妻
）
は
、
う
ぇ
る
か
む

は
う
す
（
レ
イ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ

リ
ー
）
で
貢
献
し
て
く
れ
て

い
る
。

・
ア
フ
リ
カ
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
）

の
人
は
ミ
サ
に
参
加
し
て
、

一
般
信
者
と
会
話
し
て
い

る
。
韓
国
人
は
御
聖
体
訪
問

の
み
。

・
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
必

要
が
あ
る
（

家
庭
内
暴
力

の
場
合
等
）。

・
問
題
対
処
に
関
し
て
教
会
に

戸
惑
い
が
残
っ
て
い
る
。

【
小
教
区
と
の
か
か
わ
り
】

・
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
紹
介

し
、
他
の
視
点
か
ら
自
分
の

信
仰
と
生
き
方
を
観
察
す
る

と
多
様
性
も
生
ま
れ
、
良
い

勉
強
に
な
る
。

・
あ
る
信
徒
（
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
）
は
同
国
出
身
者
の
子
供

に
英
語
・
タ
ガ
ロ
グ
語
を
教

え
て
い
る
。

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
つ
い
て

は
、
農
業
関
係
や
介
護
・
看

護
関
係
の
従
事
者
で
あ
り
、

季
節
的
及
び
時
間
的
制
約
を

無
視
で
き
な
い
た
め
、
積
極

的
奉
仕
は
期
待
で
き
な
い
。

・
個
々
の
才
能
を
生
か
し
環
境

設
備
や
教
会
行
事
へ
の
参
画

を
通
し
て
活
躍
す
る
外
国
人

も
い
る
。

・
教
会
役
員
が
少
人
数
で
あ
る

為
、
外
国
人
へ
の
対
応
が
困

難
で
あ
る
。
と
に
か
く
ミ

サ
・
集
会
祭
儀
に
出
席
し
て

共
同
体
の
一
員
と
な
っ
て
も

ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
で
精
い
っ

ぱ
い
で
大
変
そ
う
で
あ
る
。

・
出
身
国
関
係
無
く
信
徒
が
協

力
し
合
い
、
個
々
の
タ
レ
ン

ト
性
を
活
か
し
教
会
行
事
を

行
っ
て
い
る
。

・
各
教
会
の
方
は
子
供
が
少
な

い
の
で
待
者
が
い
な
い
教
会

が
あ
る
。
今
迄
待
者
が
不
在

だ
っ
た
二
つ
の
教
会
に
も
、

ダ
ブ
ル
の
子
供
達
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
り
、
待
者
を
務
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
は
配
偶

者
が
日
本
人
男
性
で
、
農
家

の
場
合
は
家
の
仕
事
の
手
伝

い
で
手
い
っ
ぱ
い
と
い
う
現

状
。

・
ア
フ
リ
カ
（
タ
ン
ザ
ニ
ア
）

の
女
性
（
既
婚
者
）
が
英
語

と
自
国
の
語
学
を
子
供
、
一

般
信
者
に
二
〇
一
一
年
二
月

か
ら
教
え
始
め
た
。

・
各
小
教
区
役
員
会
に
外
国
人

が
加
わ
り
ま
す
よ
う
に
。

復
活
祭
の
テ
ー
マ
は
、『
新

し
い
朝
を
迎
え
る
』
で
す
。
新

し
い
朝
の
中
に
は
、
全
て
の

方
々
が
受
け
ら
れ
て
い
る
教
会

の
姿
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
お
互
い
に
参
加
し
や
す

い
社
会
と
教
会
を
共
に
つ
く
っ

て
行
く
た
め
に
も
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
は
具
体
的
な
内
容
が

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
配

慮
と
ご
協
力
を
お
願
い
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

詳
細
は
、
各
主
任
司
祭
と
修

道
院
長
の
元
に
す
で
に
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
い
た
小
教
区
と

修
道
院
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

子
供
た
ち

私
た
ち
の
未
来
の
希
望

フ
ィ
リ
ピ
ン
信
徒
宣
教
師

エ
デ
ィ
ッ
タ
・
ザ
パ
ン
タ

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
や
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
そ

し
て
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
等

の
活
動
へ
参
加
す
る
の
に
、
母

親
の
手
を
握
り
な
が
ら
子
供
た

ち
が
教
会
や
う
ぇ
る
か
む
は
う

す
に
来
る
風
景
を
見
た
の
が
昨

日
の
事
の
様
に
思
え
ま
す
。
そ

れ
ら
の
活
動
に
参
加
す
る
様
に

私
が
母
親
た
ち
に
勧
め
た
の

は
、
も
う
三
年
前
の
出
来
事
で

し
た
。
そ
の
子
供
た
ち
の
成
長

は
め
ざ
ま
し
く
、
徐
々
に
自
立

し
て
き
て
い
ま
す
。

一
人
の
外
国
人
の
母
親
が
、

彼
女
の
小
学
校
三
年
生
の
娘
に

こ
う
言
わ
れ
た
と
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。「
ね
え
お
母
さ
ん
、

お
母
さ
ん
は
日
本
に
長
い
間
住

ん
で
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
そ

ん
な
に
日
本
語
が
上
手
に
話
せ

な
い
し
、
聞
き
と
れ
な
い

の
？
」。
日
本
語
を
話
す
と
い

う
事
は
、多
く
の
外
国
人
の
親
、

特
に
母
親
に
と
っ
て
、
大
変
厳

し
い
課
題
で
す
。
彼
女
た
ち
は

き
ち
ん
と
し
た
語
学
の
勉
強
の

為
に
学
校
に
通
っ
た
事
が
無

く
、
た
だ
職
場
の
同
僚
や
、
彼

女
達
の
夫
の
家
族
か
ら
し
か
、

日
本
語
を
習
わ
な
い
か
ら
で

す
。
そ
ん
な
彼
女
た
ち
の
日
本

語
を
し
ば
し
ば
訂
正
し
て
教
え

る
の
は
、
彼
女
た
ち
の
子
供
た

ち
で
す
。
そ
の
子
供
た
ち
が
彼

女
た
ち
に
学
校
の
宿
題
を
手

伝
っ
て
と
尋
ね
た
時
は
、
彼
女

た
ち
は
「
自
分
は
外
国
人
で
日

�
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本
語
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
お

父
さ
ん
に
聞
き
な
さ
い
」
と
、

言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
父
親
の
多
く
も

仕
事
で
多
忙
の
為
、
子
供
た
ち

に
付
き
合
っ
て
い
る
暇
が
あ
り

ま
せ
ん
。
父
親
方
の
家
族
と
住

ん
で
い
る
子
供
は
幸
運
な
事

に
、
学
校
の
通
知
表
や
そ
の
他

宿
題
・
お
便
り
を
読
む
の
を
助

け
て
も
ら
え
ま
す
。
し
か
し
、

外
国
人
の
母
親
が
日
本
人
の
父

親
と
離
婚
を
し
た
家
庭
で
は
、

誰
も
子
供
た
ち
の
日
本
語
で
の

生
活
を
助
け
る
事
が
出
来
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
自
分

た
ち
の
日
本
人
の
友
人
や
、
子

供
た
ち
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
母

親
に
、
そ
れ
ら
の
事
項
を
自
分

た
ち
が
理
解
出
来
る
様
協
力
を

お
願
い
す
る
母
親
が
何
人
か
い

ま
す
。

う
ぇ
る
か
む
は
う
す

の
活
動
の
い
く
つ
か

は
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

や
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー

ル
の
様
に
、
子
供
た
ち

の
宿
題
を
手
助
け
す
る

の
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
一
月
六
日

か
ら
八
日
ま
で
、
う
ぇ

る
か
む
は
う
す
は
ダ
ブ

ル
の
子
供
た
ち
の
支
援

を
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー

ル
に
て
行
い
ま
し
た
。

当
初
は
六
人
の
子
供
た

ち
が
参
加
す
る
予
定
で
し
た

が
、
実
際
に
は
四
人
の
参
加
と

な
り
、そ
の
内
三
人
が
小
学
校
、

一
人
が
中
学
校
の
生
徒
で
し

た
。
宿
題
の
他
に
も
、
う
ぇ
る

か
む
は
う
す
の
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
、
彼
ら
は
外

国
の
料
理
の
作
り
方
も
学
び
ま

し
た
。
子
供
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
く
時
間
を
過
ご
し
、
こ
の
活

動
に
貢
献
し
て
下
さ
っ
た
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
大
い
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の

中
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、「
物
語

の
話
術
」で
す
。
子
供
た
ち
に
、

積
極
的
に
話
す
様
う
な
が
し
、

ま
た
他
の
話
に
耳
を
傾
け
、
物

語
を
共
有
さ
せ
る
事
に
よ
っ

て
、
彼
ら
が
自
信
を
持
て
る
様

に
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
す
る

事
に
よ
っ
て
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー

や
ビ
ッ
グ
シ
ス
タ
ー
と
の
絆
も

深
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
様
な

活
動
に
よ
り
、
う
ぇ
る
か
む
は

う
す
で
は
子
供
た
ち
が
人
と
し

て
の
自
信
と
尊
厳
を
持
つ
事
が

出
来
る
様
に
支
援
し
て
い
ま

す
。千

歳
で
は
、
去
年
の
十
二
月

二
十
七
日
に
、
三
人
の
子
供
た

ち
が
初
聖
体
拝
領
式
を
受
け
ま

し
た
。
七
ヶ
月
間
に
渡
っ
て
彼

ら
に
要
理
勉
強
を
行
っ
て
く
だ

さ
っ
た
、
千
徳
神
父
様
に
は
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
先
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
が
、
子
供
た
ち
の
為
に
要

理
勉
強
を
行
っ
て
く
れ
る
様

願
っ
て
い
ま
す
。

帯
広
で
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

会
の
ナ
ル
チ
ゾ
神
父
様
が
、
子

供
た
ち
を
手
厚
く
も
て
な
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
去
年
、
五
人

の
子
供
た
ち
が
教
理
教
授
の
い

く
つ
か
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、

初
聖
体
拝
領
式
を
受
け
ま
し

た
。
彼
ら
は
ミ
サ
の
待
者
に
な

る
為
学
ん
で
い
ま
す
。
ナ
ル
チ

ゾ
神
父
様
は
、
今
年
も
子
供
た

ち
の
堅
信
の
為
の
要
理
勉
強
を

行
う
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

北
一
条
教
会
で
は
四
月
よ

り
、
ダ
ブ
ル
の
子
供
た
ち
に
、

毎
週
の
日
曜
学
校
に
参
加
す
る

様
勧
め
て
い
ま
す
。
同
教
会
で

去
年
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
多
国
籍
な

二
十
二
人
の
子
供
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
間
に

は
、
言
語
や
人
種
の
壁
が
存
在

し
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
り

し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
例
え
彼
ら
の
外

国
人
の
両
親
が
教
会
に
来
ら
れ

な
く
て
も
、
彼
ら
は
ゆ
っ
く
り

と
、
し
か
し
確
実
に
成
長
し
、

毎
週
ミ
サ
や
日
曜
学
校
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
ダ
ブ
ル
の
子
供

た
ち
は
日
本
人
で
あ
り
、
日
本

語
を
話
す
為
に
、
日
本
語
の
ミ

サ
と
、
英
語
で
の
ミ
サ
。
ど
ち

ら
の
ミ
サ
が
彼
ら
に
と
っ
て
馴

染
み
や
す
く
、
最
良
の
も
の
で

あ
る
か
を
見
極
め
る
の
が
私
た

ち
に
と
っ
て
ジ
レ
ン
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
う
ぇ
る
か

む
は
う
す
で
も
四
月
よ
り
毎
週

最
終
週
に
私
た
ち
フ
ィ
リ
ピ
ン

か
ら
の
宣
教
師
が
中
心
と
な
り

信
教
教
育
を
外
国
に
つ
な
が
る

子
供
た
ち
の
為
に
行
い
ま
す
。

私
た
ち
は
子
供
た
ち
の
母
親

た
ち
に
、
彼
ら
を
教
会
に
来
さ

せ
る
様
促
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
今
、
子
供
た
ち
は
毎
週
日
曜

日
に
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
彼
ら
が
、
彼
ら
の
両
親
と

日
本
の
教
会
に
よ
っ
て
然
る
べ

き
道
を
歩
む
様
に
導
か
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
が
神
へ
の
信
仰
を
深
め
る

の
を
助
け
る
事
で
、
彼
ら
を
イ

エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
と
導
く
の

は
、
全
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
使
命
で
す
。
彼
ら
は
、
私
た

ち
の
未
来
の
希
望
な
の
で
す
。

釧
路
地
区
宣
司
評
主
催

「
信
徒
大
会
報
告
」

釧
路
地
区
宣
司
評

運
営
委
員
長

北
川
健
二

天
候
に
恵
ま
れ
た
八
月
二
十

八
日
、
道
東
地
区
九
教
会
か
ら

一
五
〇
名
の
参
加
者
で
信
徒
大

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
川
上
地
区
長
司

式
に
よ
る
ミ
サ
聖
祭
、
午
後
か

ら
は
当
地
区
の
戸
田
神
父
の
講

和
と
い
う
内
容
の
一
日
で
し

た
。ミ

サ
中
の
共
同
祈
願
は
各
教

会
代
表
が
各
々
の
カ
ラ
ー
を
出

し
た
味
わ
い
の
あ
る
内
容
で
、

そ
の
思
い
を
共
有
出
来
た
祈
り

で
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
川
上

地
区
長
に
よ
る
「
国
際
森
林
年

の
祈
り
」
か
ら
始
ま
り
、
戸
田

神
父
の
講
和
は
「
創
造
主
の
目

に
映
る
地
球
と
私
た
ち
―
地
球

温
暖
化
の
原
因
と
私
た
ち
の
課

題
」
の
テ
ー
マ
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
手
書
き
の
書
を
交
え
て
の
九

十
分
間
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生

活
や
生
き
方
を
問
い
直
さ
れ
る

内
容
で
し
た
。

私
達
は
、
創
造
主
が
造
ら
れ

た
地
球
の
自
然
環
境
を
、
神
か

ら
反
し
た
自
分
中
心
の
生
き
方

を
優
先
さ
せ
、
地
球
環
境
を
壊

し
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
？
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
地
球
の
温

度
が
一
度
上
昇
す
る
と
大
地
の

砂
漠
化
が
急
激
に
進
み
、
人
類

に
多
く
の
苦
難
が
待
ち

構
え
て
い
る
様
子
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
合
成
洗
剤
に
お
け

る
汚
染
問
題
が
、
私
た

ち
の
生
活
に
及
ぼ
す
影

響
の
大
き
さ
を
、
改
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
地
球
環
境
の
異

常
を
見
て
、
自
己
中
心

の
生
き
方
に
気
が
つ
く

こ
と
が
回
心
の
始
ま
り

で
あ
り
、
神
・
隣
人
・

被
造
物
・
自
分
自
身
と

の
和
解
に
な
る
と
話
さ
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れ
た
。

戸
田
神
父
は
最
後
に
、「
私

発
」
で
ス
タ
ー
ト
と
し
ま
し
ょ

う
、と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

地
球
規
模
で
考
え
る
こ
と
が
出

来
て
も
、
そ
の
理
解
が
、
足
元

の
行
動
に
つ
な
が
ら
な
い
と
、

結
果
が
出
ず
、
何
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
回
心
も
和
解
も

実
を
結
び
ま
せ
ん
、
今
、
各
自

が
居
る
と
こ
ろ
、
暮
ら
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
。
つ
ま

り
「
私
か
ら
出
発
し
よ
う
」
と

強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
地
区
長
の
祈
り
と

「
ひ
と
り
の
手
」
を
皆
で
唱
っ

て
、
講
話
を
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
昼
食
の
時
、
教
会

毎
に
会
場
を
分
け
ず
に
食
事
を

し
な
が
ら
皆
の
交
わ
り
の
場
と

な
る
こ
と
を
願
い
ま
し
た
が
、

教
会
単
位
で
集
ま
っ
て
し
ま
う

傾
向
は
例
年
通
り
で
、
少
し
残

念
な
気
が
し
ま
し
た
。
各
教
会

が
交
わ
れ
る
年
一
回
の
集
ま
り

を
有
意
義
な
も
の
に
変
え
て
ゆ

き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
参

加
者
の
一
五
〇
名
と
い
う
の
も

毎
年
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
よ
り
多

く
の
人
の
参
加
を
促
せ
る
よ
う

魅
力
あ
る
集
い
に
し
て
ゆ
く
こ

と
も
課
題
で
す
。

今
回
の
信
徒
大
会
は
、
東
日

本
大
震
災
に
併
せ
た
内
容
で
し

た
の
で
、
参
加
信
徒
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
信
者
で
は
な
い
、

幼
稚
園
の
教
諭
五
名
が
参
加
し

て
く
れ
た
こ
と
も
大
き
な
収
穫

で
し
た
。来
年
の
集
い
で
は「
私

発
」
が
ど
う
実
践
さ
れ
て
い
た

か
を
、
聴
き
合
う
場
も
是
非
持

ち
た
い
と
願
い
祈
り
の
う
ち
に

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

『『
ぬぬ
くく
もも
りり
』』

―
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア

の
訪
問
―

北
海
道
臨
床
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ

ア
研
究
会
が
、
六
月
か
ら
心
の

訪
問
ケ
ア
を
開
始

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
痛
み
を

も
っ
て
い
る
方
、
何
か
苦
し
く

誰
か
に
話
を
聴
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
る
方
は
お
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。
伺
わ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
訪
問

は
、
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
も

う
一
人
の
会
員
と
一
緒
に
二
人

で
伺
い
ま
す
。
時
間
は
三
十
分

か
ら
一
時
間
の
予
定
で
す
。
ご

自
宅
な
ど
訪
問
を
希
望
さ
れ
る

場
所
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
お

伺
い
し
ま
す
。
訪
問
の
申
し
込

み
先
は
、
下
記
の
通
り
で
す
。

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
訪
問
に
際
し
、
私
た

ち
に
は
い
く
つ
か
の
限
界
が
あ

り
ま
す
。

一
つ
め
は
、
心
の
病
で
病
院

に
通
院
し
た
り
入
院
し
て
い
る

方
へ
の
訪
問
で
す
。
精
神
神
経

科
の
医
師
に
診
察
・
治
療
を
受

け
て
い
る
方
は
、
病
院
で
専
門

家
の
援
助
を
受
け
て
下
さ
い
。

私
た
ち
は
精
神
的
な
病
を
持
っ

て
い
る
方
へ
ケ
ア
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
は
受
け
て
い
な
い
た

め
、
心
の
病
で
治
療
中
の
方
の

訪
問
は
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
ご
了

承
下
さ
い
。

二
つ
め
は
、
訪
問
地
域
の
限

界
で
す
。
訪
問
で
き
る
メ
ン

バ
ー
が
ま
だ
札
幌
の
数
人
で
す

の
で
、
訪
問
可
能
な
地
域
か
ら

始
め
さ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

三
つ
め
の
限
界
は
、
看
護
や

介
護
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
た
ち

は
お
話
を
伺
う
こ
と
し
か
で
き

ま
せ
ん
。
時
間
も
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
あ
な
た
の
言
葉
に
耳

を
傾
け
、
心
を
あ
な
た
に
向
け

て
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

■
訪
問
の
申
し
込
み
先

心
の
訪
問
『
ぬ
く
も
り
』

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
九
〇
―
五
〇
七
二

―
七
七
六
一

■
受
付
時
間

十
時
〜
十
七
時

■
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
白
鳥

栄
、

角
田

久
栄

「
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
」

と
は
？

「
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
」
あ
ま

り
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
し
ょ

う
か
。
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
の
も

と
も
と
の
意
味
は
、
キ
リ
ス
ト

教
の
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
（
牧
師
）

が
、臨
床
的
に
患
者
の
霊
的（
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
）
苦
痛
を
ケ
ア

す
る
た
め
の
専
門
的
コ
ー
ス
を

習
得
し
て
資
格
認
定
さ
れ
、
医

療
施
設
で
患
者
に
お
こ
な
う
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
い
う
意

味
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
パ
ス

ト
ラ
ル
ケ
ア
と
は
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ケ
ア
つ
ま
り
心
と
魂
の
ケ

ア
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

は
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
身
体

的
な
苦
痛
だ
け
で
は
な
く
、
精

神
的
（
心
理
的
）、
社
会
的
、

更
に
霊
的
苦
痛
（
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
痛
み
）
を
含
む
「
全
体

的
痛
み
」
を
苦
し
み
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
苦
痛
に
対
し
て
身
体

的
ケ
ア
、
精
神
的
（
心
理
的
）

ケ
ア
、
社
会
的
ケ
ア
、
そ
し
て

霊
的
ケ
ア
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
）
を
必
要
と
し
ま
す
。
霊

的
苦
痛
と
は
、
霊
（
心
、
魂
）

が
求
め
る
欲
求
（
ニ
ー
ズ
）
が

満
た
さ
れ
な
い
時
に
生
じ
る
痛

み
で
、
そ
の
痛
み
が
心
の
「
叫

び
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
も

の
で
す
。
そ
の
叫
び
に
応
対
す

る
の
が
霊
的
ケ
ア
で
す
。
人
は

身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
、

霊
的
な
側
面
を
も
っ
て
い
る
の

で
、
病
気
の
と
き
に
限
ら
ず
、

霊
的
苦
痛
を
感
じ
ま
す
。
霊
的

苦
痛
を
も
っ
て
い
る
人
に
ケ
ア

す
る
の
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
で
あ
り
、
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア

で
す
。
数
十
年
前
に
来
日
さ
れ

た
ヴ
ァ
ル
デ
マ
ー
ル
・
キ
ッ
ペ

ス
氏
（
レ
デ
ン
プ
ト
ー
ル
会
司

祭
）
は
、
病
気
で
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
痛
み
を
も
っ
て
い
る
人

に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
日
本
に
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
を
根
付
か

せ
、
人
々
が
必
要
な
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
と
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
今
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
臨
床

パ
ス
ト
ラ
ル
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
て
、
パ
ス
ト

ラ
ル
ケ
ア
を
実
践
で
き
る
人
を

育
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
セ
ン
タ
ー
の
理

念
に
賛
同
し
、
キ
ッ
ペ
ス
氏
の

呼
び
か
け
に
応
え
て
研
究
会
を

作
り
ま
し
た
。
研
究
会
に
は
、

セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
を
受
け
て

パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の

認
定
を
受
け
た
人
、
認
定
を
受

け
る
途
中
の
人
が
い
ま
す
。
と

も
に
北
海
道
で
、必
要
な
方
が
、

必
要
な
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と

い
う
願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
２
年
前
か
ら
月

一
回
の
学
習
会
を
開
き
抄
読
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

第
四
金
曜
日
の
十
八
時
十
五

分
か
ら
二
十
時
ま
で
、
北
二
十

六
条
教
会
を
お
借
り
し
て
、『
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
』『
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
痛
み
』
と
読
み

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
に
関
心
の

あ
る
方
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

今
年
三
月
か
ら
は
「
ミ
ニ
ミ

ニ
講
演
会
」を
は
じ
め
ま
し
た
。

第
一
回
は
山
谷
幹
子
さ
ん
の

「
私
の
生
き
方
―
病
気
を
い
た

だ
い
て
」
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
聴
い
て
い
る
自
分

自
身
の
心
の
叫
び
に
気
づ
か
せ

て
い
た
だ
く
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
月
一
回
ど
な

た
か
の
お
話
を
伺
う
「
ミ
ニ
ミ

ニ
講
演
会
」
を
開
く
予
定
で
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
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十
月
十
日
（
月
・
体
育
の

日
）、
苫
小
牧
の
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
の
ホ
ー
ル

で
、
会
場
一
杯
の
参
列
者
を
迎

え
て
、菊
地
功
司
教
の
司
式
で
、

創
立
百
周
年
を
祝
う
ミ
サ
が
行

わ
れ
た
。
当
会
ア
ジ
ア
管
区
長

の
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
神
父
や
地
主

敏
夫
司
教
を
は
じ
め
と
す
る
十

八
名
の
司
祭
団
が
参
列
。

メ
リ
ノ
ー
ル
宣
教
会
は
一
九

一
一
年
六
月
二
十
九
日
に
創
立

で
、
今
年
の
六
月
で
一
〇
〇
周

年
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
苫
小

牧
や
室
蘭
、
旧
三
笠
や
夕
張
、

長
沼
の
信
者
さ
ん
、
マ
ッ
ク
や

ダ
ル
ク
な
ど
の
関
係
者
が
数
多

く
参
列
。
そ
の
活
動
の
多
様
性

を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
会
場
の
入
り
口
横
に
は
、

歴
代
の
メ
リ
ノ
ー
ル
会
司
祭
の

若
か
り
し
赴
任
当
初
の
写
真
が

掲
示
さ
れ
て
お
り
、
懐
か
し
い

顔
が
、
来
場
者
に
笑
い
か
け
て

い
ま
し
た
。

札札札
幌幌幌
地地地
区区区
中中中
央央央
ブブブ
ロロロ
ッッッ

ククク
高高高
齢齢齢
者者者
シシシ
オオオ
ンンン
ののの
会会会

大大大
震震震
災災災
ででで
今今今
自自自
分分分
ががが
出出出

来来来
るるる
こここ
ととと
ををを
考考考
えええ
るるる

十
月
十
五
日
午
前
十
時
か

ら
、北
十
一
条
教
会
を
会
場
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
か
れ
た
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
女
子
修
道
会
の
Sr.

天
野
の
講
和
、
上
杉
神
父
か
ら

の
宮
古
ベ
ー
ス
の
活
動
の
様
子

な
ど
の
話
を
聴
き
分
か
ち
合
っ

た
。
最
後
に
、
参
加
者
の
寄
せ

書
き
を
集
め
て
、
宮
古
に
送
っ

た
。Sr.

天
野
は
、
宮
古
教
会
主
任

司
祭
の
了
解
を
も
ら
い
、
修
道

服
の
ま
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
、
最
初
は
興
味
津
々
で

接
し
て
い
た
カ
フ
ェ
に
来
場
し

た
被
災
者
の
方
々
が
、
数
日
後

に
は
、
西
洋
の
尼
さ
ん
と
親
し

み
を
も
っ
て
、
被
災
状
況
や
漬

物
な
ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
話

を
し
て
頂
い
た
こ
と
を
紹
介
。

上
杉
神
父
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
行
か
れ
た
方
々
か
ら
の
宮
古

ベ
ー
ス
で
の
活
動
の
様
子
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
先
と

現
在
も
親
交
が
続
い
て
い
る
様

子
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
札
幌

教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

現
在
、
仮
設
住
宅
で
の
移
動
カ

フ
ェ
や
サ
ロ
ン
で
の
傾
聴
活
動

が
主
流
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

説
明
さ
れ
、
夏
場
以
降
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

リ
ー
ピ
ー
ト
や
、
健
康
に
自
信

の
あ
る
高
齢
者
の
方
々
の
参
加

が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

訃

報

神
様
の
み
も
と
で
の
安
息
を
お

祈
り
く
だ
さ
い
。

◆
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

Sr.
Ｍ
・
ジ
ェ
ン
マ
相
田

和

六
十
五
年
間
の
修
道
生
活
を

送
り
、
六
月
十
三
日
に
肺
が
ん

が
も
と
で
、
入
院
先
の
石
狩
茨

戸
病
院
で
神
様
の
み
も
と
に
召

さ
れ
ま
し
た
。

藤
高
等
女
学
校
に
在
学
中
に

洗
礼
を
受
け
、
初
誓
願
後
の
四

十
年
間
は
、
主
に
幼
稚
園
と
養

護
施
設
の
分
野
で
全
力
を
尽
く

し
て
、
一
関
藤
の
園
、
岩
見
沢
、

札
幌
な
ど
で
奉
仕
し
、
青
森
の

藤
聖
母
園
で
一
番
長
く
過
ご
し

ま
し
た
。
戦
災
孤
児
や
恵
ま
れ

な
い
子
供
た
ち
の
マ
ザ
ー
と
し

て
、
明
る
い
雰
囲
気
を
作
り
、

元
気
に
ど
こ
で
も
喜
ん
で
自
分

を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
、
共
同
体
の
院
長
を
歴

任
し
、
八
年
間
札
幌
マ
リ
ア
院

の
院
長
を
務
め
ら
れ
た
。
高
齢

の
た
め
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
花

川
マ
リ
ア
院
に
移
り
、
二
〇
〇

九
年
か
ら
は
入
院
生
活
を
送
っ

�
�
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�
�
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て
い
ま
し
た
。

享
年
八
十
九
歳
。

【
略
歴
】

１
９
２
１
年
１２
月
１４
日

札
幌
で
生
ま
れ
る

１
９
３
７
年
１２
月
７
日

受
洗

１
９
４
６
年
３
月
１８
日

入
会

１
９
４
９
年
１
月
６
日

初
誓
願

１
９
５
４
年
１０
月
２
日

終
生
誓
願

１
９
９
８
年
８
月
１１
日

金
祝

２
０
０
８
年
３
月
２９
日

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

２
０
１
１
年
６
月
１３
日

帰
天

◆
マ
リ
ア
の
宣
教
者

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

Sr.
ル
チ
ア
前
田
力
枝

六
十
四
年
間
の
修
道
生
活
を

送
り
、
肝
臓
が
ん
の
た
め
入
院

先
の
天
使
病
院
に
て
八
月
三
十

日
午
後
十
一
時
二
十
五
分
に
神

様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
八
十
六
歳
。

【
略
歴
】

１
９
２
５
年
２
月
１８
日

栗
沢
町
で
生
ま
れ
る

１
９
４
６
年
１２
月
１５
日

入
会

１
９
５
３
年
１２
月
１５
日

終
生
誓
願

２
０
１
１
年
８
月
３０
日

帰
天

◆
ト
ラ
ピ
ス
ト
大
修
道
院

ミ
カ
エ
ル
島
田
喜
代
志
修
道
士

四
十
七
年
の
修
道
生
活
を
送

り
、
修
道
院
で
急
に
具
合
が
悪

く
な
り
、
函
館
の
病
院
に
搬
送

さ
れ
、
入
院
治
療
を
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
胆
の
う
異
変
の
た

め
九
月
十
五
日
午
後
十
二
時
三

十
分
に
神
様
の
も
と
に
召
さ
れ

ま
し
た
。

享
年
九
十
二
歳
。

【
略
歴
】

１
９
１
９
年
５
月

藤
枝
市
に
生
ま
れ
る

１
９
４
９
年
１２
月
２５
日

受
洗

１
９
６
４
年
１２
月

入
会

２
０
１
１
年
９
月
１５
日

帰
天

◆
殉
教
者
聖
ゲ
オ
ル
ギ
オ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

Sr.
Ｍ
・
オ
イ
ゼ
ビ
ア
渡
部

静
香

五
十
一
年
間
の
修
道
生
活
を

送
り
、膠
原
病
が
元
で
、十
一
月

十
七
日
北
海
道
医
療
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
神
様
の
も
と
に
召
さ

れ
ま
し
た
。
初
誓
願
後
の
十
四

年
間
は
札
幌
の
寄
宿
舎
で
学
生

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て
奉

仕
し
、
旭
川
で
四
年
間
生
徒
の

た
め
に
尽
く
し
ま
し
た
が
、
体

調
が
す
ぐ
れ
な
く
な
り
、
新
田

マ
リ
ア
院
に
転
院
し
、十
四
年
間

老
人
ホ
ー
ム
の
仕
事
と
マ
リ
ア

院
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

名
前
の
通
り
い
つ
も
静
か
で
、

最
後
の
時
に
至
る
ま
で
、
主
の

苦
し
み
に
合
わ
せ
て
自
分
の
苦

し
み
を
捧
げ
つ
く
し
ま
し
た
。

【
略
歴
】

１
９
３
５
年
８
月
２７
日

紋
別
郡
生
田
原
生
ま
れ

１
９
５
７
年
１２
月
２４
日

紋
別
教
会
で
受
洗

１
９
６
０
年
３
月
１８
日

入
会

１
９
６
３
年
１
月
１２
日

初
誓
願

１
９
６
８
年
８
月
１２
日

終
生
誓
願

２
０
１
１
年
１１
月
１７
日

帰
天

編編編
集集集
後後後
記記記

お
詫
び

一
年
間
教
区
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
で
き
ず
に
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
新
年
度

は
、
年
三
回
の
発
行
を
目
途

に
何
と
か
頑
張
っ
て
み
よ
う

と
思
っ
て
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��
��
		

＝

人
の
価
値
は

態
度
で
決
ま
る＝

あ
る
新
聞
の
コ
ラ
ム
で
、
皆

さ
ん
ご
存
知
の
政
治
学
者
の
姜

尚
中
さ
ん
が
大
阪
の
定
時
制
高

校
で
十
代
〜
五
十
代
の
生
徒
二

十
一
人
に
授
業
を
行
っ
た
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
を
か
か
え

て
い
る
だ
ろ
う
生
徒
に
、
姜
さ

ん
独
特
の
口
調
で
ご
自
身
の
半

生
を
語
り
始
め
た
と
い
う
。

幼
い
頃
は
成
績
優
秀
、
野
球

が
得
意
の
地
元
・
熊
本
の
「
お

山
の
大
将
」。
そ
れ
ゆ
え
に
、

本
音
を
胸
に
し
ま
い
こ
ん
で
も

き
た
。
次
第
に
引
っ
込
み
思
案

に
な
り
、
高
校
で
は
引
き
こ
も

り
に
。「
精
神
的
に
不
安
定
な

十
代
で
し
た
。
多
分
皆
さ
ん
と

同
じ
」。
そ
の
言
葉
に
、
緊
張

し
て
う
つ
む
い
て
い
た
生
徒
も

前
を
向
き
始
め
た
。

「
で
も
学
生
運
動
を
通
じ
て
無

二
の
友
と
出
会
い
、救
わ
れ
た
。

み
ん
な
今
、友
達
は
い
ま
す
か
。

ど
う
？
」
と
一
人
ひ
と
り
に
問

い
か
け
る
と
、
コ
ク
リ
コ
ク
リ

と
う
な
ず
く
生
徒
た
ち
。「
友

は
い
る
か
」
と
尋
ね
た
の
は
、

東
京
・
秋
葉
原
の
無
差
別
殺
傷

事
件
な
ど
、
内
に
こ
も
っ
て
自

滅
す
る
若
者
が
後
を
絶
た
な
い

社
会
を
憂
う
か
ら
だ
。
友
を
得

る
こ
と
は
人
を
信
頼
す
る
こ

と
。
人
を
信
頼
す
る
こ
と
は
自

分
の
殻
を
破
る
こ
と
。「
人
と

の
つ
な
が
り
」
が
生
き
る
力
に

な
る
こ
と
を
、
孤
独
に
悩
む
若

者
た
ち
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
姜

さ
ん
は
願
う
。
熱
を
帯
び
て
き

た
話
に
、
み
ん
な
身
じ
ろ
ぎ
も

せ
ず
耳
を
傾
け
る
。「
友
は
五

十
歳
を
前
に
ガ
ン
で
他
界
し
ま

し
た
が
、
大
切
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。」
そ
し
て
三

つ
の
言
葉
を
黒
板
に
書
く
。「
創

造
」「
体
験
」「
態
度
」。
最
後

の
「
態
度
」
に
グ
ル
ッ
と
○
印

を
つ
け
た
。

「
友
は
最
後
ま
で
、
生
き
抜

く
と
い
う
凛
と
し
た
『
態
度
』

を
示
し
て
く
れ
た
。
人
は
人
を

評
価
す
る
時
に
、
ど
れ
だ
け
新

し
い
こ
と
を
創
造
し
た
か
と

か
、
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
体
験

を
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
問
い

が
ち
で
す
が
、
本
当
は
そ
ん
な

こ
と
で
は
な
い
。」

人
間
の
価
値
を
決
め
る
の

は
、
そ
の
人
が
「
周
囲
に
ど
ん

な
態
度
を
取
る
こ
と
が
で
き
る

か
。」
と
い
う
こ
と
だ
。「
こ
の

こ
と
を
一
番
伝
え
た
か
っ

た
。」と
姜
さ
ん
は
微
笑
ん
だ
。

下
を
向
く
生
徒
は
、
も
う
誰
も

い
な
く
な
っ
た
。
授
業
を
終
え

て
姜
さ
ん
は「
人
と
つ
な
が
り
、

そ
の
一
瞬
一
瞬
を
精
一
杯
生
き

抜
く
こ
と
こ
そ
が
尊
い
。」
と

語
っ
て
い
た
と
い
う
。

文
字
に
す
れ
ば
わ
ず
か
な
紹

介
記
事
で
す
が
、
実
際
に
は
、

大
切
な
多
く
の
こ
と
を
生
徒
た

ち
に
語
り
か
け
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
授
業

の
中
に
、
教
会
と
し
て
、
今
、

わ
た
し
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。「
独
り
」
で
い
る
人
た

ち
を
独
り
に
し
な
い
こ
と
。
独

り
で
い
る
一
人
ひ
と
り
と
つ
な

が
り
、
そ
の
一
瞬
一
瞬
を
神
様

の
愛
・
み
旨
を
実
現
す
る
た
め

に
、
態
度
を
も
っ
て
示
す
こ
と

が
大
切
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を

…
。
新
年
を
迎
え
心
を
新
た
に

し
て
、
被
災
地
の
方
々
と
共
に

い
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
子
）
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